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第１ 未成年後見制度について 

未成年後見制度とは，未成年者の親権を行う者が，死亡，行方不明等でいな
くなったときに，親族等からの申立てにより家庭裁判所が後見人を選任し，後
見人が未成年者の監護・養育や財産管理を行うことで，未成年者を保護する制
度です。 

   家庭裁判所で選任された後見人は，原則として成人に達する又は婚姻や養
子縁組等により後見が終了するまで，後見事務を行い，その事務内容につい
て裁判所に定期的に報告する義務を負います。 
申立てのきっかけとなった当面の目的（保険金の受領や遺産分割など）が終

了しても，後見人の職務が終わるわけではありません。 
 

標 準 的 な 審 理 の 流 れ 

 

 申立準備  

  ↓  

 申立て  

    ↓  

 審理  

 ↓  

 審判  

    ↓  

 審判の受領  

 

 

↓ 

 

 

 戸籍嘱託  

 

 

↓ 

 

 

財産目録・年間収支予定表の提出  

 ↓  

 後見監督  

必要書類を集める 

申立書類の作成 

申立書類の審査 

家庭裁判所調査官の調査 

親族への照会など 

未成年後見人を誰にする

かを裁判官が判断 

後見人の仕事が始まりま

す！ 

家庭裁判所が，審判の受

領を確認後，未成年者の

戸籍に後見人の氏名等の

記載を嘱託します 
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申立書類等チェックリスト 
 

※ 未成年者１人につき１セットを提出してください。 

１ 費用 
 □ ① 収入印紙８００円分 

□ ② 郵便切手３,000円分 

内訳 500円×３枚，100円×５枚，84円×10枚，20円×５枚，10円×５枚 

２円×５枚 

 

 

２ 申立書類 

 □ ③ 未成年後見人選任申立書 

□ ④ 申立事情説明書 

□ ⑤ 親族関係図 

□ ⑥ 未成年後見人候補者事情説明書 

（候補者の方がいない場合には提出不要です。） 

□ ⑦ 財産目録 

□ ⑧ 相続財産目録 

（未成年者を相続人とする相続財産がない場合には提出不要です。） 

□ ⑨ 収支予定表 

 

※ 上記書類の作成に当たり，Ａ４サイズの別紙（例：未成年後見人選任申立書の「申

立ての理由」欄記載の★部分等）をご自分で準備する場合には，用紙を縦向きにし，

かつ，左側に３センチメートル程度の余白を設けてください。 
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３ 添付資料 

※ 未成年者が複数の場合には，未成年者の戸籍謄本などの添付資料のうち，共通する

書類の原本は１人分で足り，その他の未成年者の分は写しで結構です。 

※ 審理のために必要な場合は，追加資料の提出をお願いすることがあります。 

※ 個人番号（マイナンバー）が記載されている書類は提出しないようにご注意くださ

い。 

 □ ⑩ 申立人の戸籍謄本（全部事項証明書）（発行から３か月以内のもの） 

 □ ⑪ 未成年者の戸籍謄本（全部事項証明書）（発行から３か月以内のもの） 

□ ⑫ 未成年者の住民票又は戸籍附票（発行から３か月以内のもの） 

□ ⑬ 未成年後見人候補者の戸籍謄本（全部事項証明書）（発行から３か月以内のもの） 

□ ⑭ 未成年後見人候補者の住民票又は戸籍附票（発行から３か月以内のもの） 

□ ⑮ 未成年者の財産に関する資料 

 □ 預貯金及び有価証券の残高がわかる資料（通帳の写し，残高証明など） 

 □ 不動産関係資料（不動産登記事項証明書又は固定資産評価証明書） 

 □ 負債がわかる資料（ローン契約書写しなど） 

□ ⑯ 未成年者が相続人となっている遺産分割未了の相続財産に関する資料 

 □ 預貯金及び有価証券の残高がわかる資料（通帳の写し，残高証明など） 

 □ 不動産関係資料（不動産登記事項証明書又は固定資産評価証明書） 

 □ 負債がわかる資料（ローン契約書写しなど） 

□ ⑰ 未成年者の収支に関する資料 

 □ 収入に関する資料の写し（年金決定通知書，給与明細など） 

 □ 支出に関する資料の写し（授業料がわかる領収書など） 

□ ⑱ 親権を行う者がないことを証する資料 

（親権者が死亡した旨の記載がある戸籍謄本（全部事項証明書）など） 

□ ⑲ 申立人が利害関係を有することを証する資料 

（利害関係者からの申立ての場合に提出してください。） 

□ ⑳ 未成年後見人候補者が未成年者との間で金銭の貸借等を行っている場合には，その

関係書類（未成年後見人候補者事情説明書４項に関する資料） 

 □ 金銭貸借に関する資料の写し（借用証など） 

 □ 担保提供に関する資料の写し（担保権を設定した契約書など） 

 □ 保証に関する資料の写し（保証に関する記載のある契約書など） 

 □ 立替払に関する資料の写し（立替払を示す領収書，出納帳など） 

□ ㉑ 親族の意見書 
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≪提出書類の書式について≫  

１ 家庭裁判所に提出する各種書面の書式について  

家庭裁判所に対して資料などの書面を提出される場合には，原則としてＡ４版（29

7ミリ×210ミリ，この手引と同じ大きさ）の用紙をご利用ください。ただし，どうし

てもＡ４版では収まらない場合には，Ａ３版（420ミリ×297ミリ，Ａ４版の倍の大

きさ）をご利用ください。  

また，記録に綴って保存する関係から，下図のように左端に３センチのとじ代（余  

白）ができるようにしてください。  
        3センチ               3センチ 

       

余 

 

白 

 余 

 

白 

 

          Ａ４版                       Ａ３版 

２ 預金通帳のコピーの取り方について  

預金通帳をコピーする際には，以下の要領でお願いします。  

① 書式については，上記１に記載のとおりです。Ａ４版用紙を用いて，左端に３セ

ンチのとじ代（余白）ができるようにしてください。  

② 下図のとおり，「表紙」と「表紙の次の見開きページ」，及び「記帳されている

全ページ」をコピーしてください。  

③ １年以内に通帳が更新されている場合には，更新前の通帳も同様にコピーしてく

ださい。 

 
               

余 
 
白 

      余 
 
白 

  
 
 

    ○○○○銀行 

       △△△支店 

  余 
 
白 

 16.1.7   3,000 125,170  
16.2.9   7,000 132,170 

 ○○○○銀

行 
     

    

       
    

総合口座通帳 
001 123456 
 
   ○○○○ 様 

     
    
    
    
    
    

              
              表紙            表紙の次のページ            記帳部分 
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第２ 申立ての手続について 

１ 申立をする家庭裁判所（土地管轄） 

申立ては，未成年者の住所地（住民票上の住所ではなく，未成年者が実際に

生活している場所）を管轄する家庭裁判所にしてください。 
 

 宮崎家庭裁判所  後見センター  

 〒８８０ー８５４３ 宮崎市旭２丁目３番１３号  (電話)09８５（６８）５１４４  

 

担当地域（未成年者が以下の市町村にお住まいの方） 

  宮崎市，西都市，国富町，綾町，高鍋町，新富町，西米良村，木城町，川南町，都農町  
 

 宮崎家庭裁判所日南支部 

 〒８８９ー２５３５ 宮崎県日南市飫肥３丁目６番１号        (電話)09８7（２５）１１８８ 

 

担当地域（未成年者が以下の市町村にお住まいの方） 

 日南市（北郷町，南郷町），串間市 
 

 宮崎家庭裁判所都城支部 

 〒８８５ー００７５ 宮崎県都城市八幡町２街区３号       (電話)09８６（２３）４１７７ 

 

担当地域（未成年者が以下の市町村にお住まいの方） 

 都城市，三股町，小林市，えびの市，高原町 
 

 宮崎家庭裁判所延岡支部 

 〒８８２ー８５８５ 宮崎県延岡市東本小路121番地      (電話)09８２（３２）３４５２ 

 

担当地域（未成年者が以下の市町村にお住まいの方） 

 延岡市，門川町，美郷町（北郷区） 
 

 宮崎家庭裁判所日向出張所 

 〒８８３ー００３６ 宮崎県日向市南町８－７       (電話)09８２（５２）２２１１ 

 

担当地域（未成年者が以下の市町村にお住まいの方） 

 日向市，美郷町（南郷区，西郷区），諸塚村，椎葉村 
 

 宮崎家庭裁判所高千穂出張所  ※ただし，後見関係事件は受付のみで手続きは宮崎家庭裁判所延岡支部 

 〒８８２ー１１０１ 宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井118番地    (電話)09８2（７２）２０１７ 

 

担当地域（未成年者が以下の市町村にお住まいの方） 

 高千穂町，五ヶ瀬町，日之影町 
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２ 申立てができる人（申立人） 

未成年者自身（未成年後見人選任手続の内容を理解できる方に限ります。）

やその親族，利害関係人（児童相談所長や里親など）です。 

３ 申立てに必要な書類 

申立書類等チェックリスト（２頁）をご確認ください。必要書類が整ってい

れば，手続が円滑に進みます。 

申立書類は裁判所が未成年後見人を選任する際に参考とする重要な資料で

すので，すべてご記入ください。 

４ 申立後の手続について 

 申立人，後見人候補者調査（面接） 

家庭裁判所へ来ていただいて，申立てに関する事情を直接お伺いします。

日時は家庭裁判所から通知します。指定された日時の都合が悪い時はご連

絡ください。  

申立人からは，「申立事情説明書」等に基づいて，申立てに至るいきさつ，

未成年者の生活状況，財産状況及び未成年者の親族らの意向等について事

情を詳しくお伺いします。  

後見人候補者には，「未成年後見人候補者事情説明書」に基づいて，後見

人としての適格性に関する事情をお伺いします。  

 未成年者調査（面接）  

未成年者の意思及び心身の状況を確認するため，未成年者には後見人候

補者と共に家庭裁判所に来ていただくことがあります。未成年者の年齢や

事案の内容によっては，家庭裁判所調査官が家庭訪問をして未成年者と面

接したり，生活状況を観察したりさせていただくこともあります。  

 親族への照会  

必要に応じて，未成年者の非親権者（親権者ではない親）や，その親族

に対して，照会書を送付するなどして意向を確認します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申立後の取下げについて 

取下げは許可制になります。例えば，「私が後

見人に選ばれないなら取り下げます。」「親族の

事業資金として未成年者の金を借り入れるこ

とを認めてもらえないのなら取り下げます。」

というような理由では許可されません。 
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誰を候補者にするか？誰が選任されるのか？ 

１ 未成年後見制度の内容や後見人の職務を理解されたうえ

で，責任をもって引き受けてくださる方を挙げてください。 

２ 家庭裁判所は，後見人の選任については， 

 未成年者の心身の状況，生活状況及び財産状況 

 未成年後見人候補者の職業・経歴 

 未成年後見人候補者と未成年者との利害関係の有無 

 未成年者の意向 

などの事情を総合して判断します。 

そのため，申立書に記載された候補者が必ず選任される

とは限りません。家庭裁判所は，未成年者が多額の財産を所

有していたり，多額の死亡保険金等の受領が見込まれたり，

親族間で未成年者の身上監護や財産管理の方針に大きな食

い違いがあったりするような場合には，弁護士などの専門

家を後見人に選任したり，このような専門家を未成年後見

監督人として選任したりすることがあります。 

３ 後見人及び後見監督人に対する報酬は，家庭裁判所が付

与の当否及び付与の金額を決定し，未成年者の財産から支

払われます。（１３頁） 
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第３ 未成年後見人の職務について 

後見人の主な職務は，未成年者の意思を尊重し，かつ，未成年者の心身の状

態や生活状況に配慮しながら，必要な「身上監護」及び「財産管理」を行うこ

とです。 

１ 身上監護 

後見人は，未成年者が成人に達する又は未成年者の婚姻や養子縁組等によ

り後見が終了するまで，未成年者の生活や教育，就労についての援助をするこ

とになります。  

２ 財産管理 

未成年者に代わって預貯金の関する取引等，必要な法律行為を行いま  

す。未成年者の財産が他人のものと混ざらないように管理し，通帳や証書類を

保管するほか，収支計画を立てます。  

 具体的な財産管理の方法  

→ 財産管理の内容がわかるように，具体的内容を記録します。  

→ 後見人の事務の内容を定期的に家庭裁判所に報告し，家庭裁判所の

監督を受ける（これを「後見監督」といいます。詳しくは９頁参照）。 

 最初の仕事  

審判書謄本を受け取った日から１か月以内に未成年者の財産調査を行い，

財産目録及び年間収支予定表を作成し，家庭裁判所に提出します。  

 

  
後見人の責任について 

後見人が未成年者の財産を管理する場合，自分の財産を管理する以上の注意を払わな

ければなりません。（善良なる管理者の注意義務） 

したがって，たとえ親族であっても，「他人の財産を預かり，管理している。」と考え

てください。未成年者の財産を後見人や親族の名義で管理したり，後見人や親族に贈与，

貸与したりするなど，未成年者の不利益となるような管理，処分はできません。また，

遺産分割を行う際には，未成年者の法定相続分を確保していただく必要があります。 
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第４ 後見監督について 

１ 後見監督とは 

家庭裁判所は，未成年後見人が，その職務を正しく行っているかを確認す  

るために，身上監護や財産管理について，定期的に未成年後見人に報告を求め

ます。これを後見監督といいます。  

未成年後見人は，定められた報告時期に毎年，自主的に報告しなければ な

りません。  

なお，家庭裁判所の判断により，未成年後見監督人が選任される場合があ  

ります。その場合には，原則として未成年後見監督人の指示に従い，未成年後

見監督人に対して後見事務報告を行うことになります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 家庭裁判所の許可が必要な場合 

 未成年者と未成年後見人の利益が相反する（利害関係が生じる）場合  

→「特別代理人選任の申立て」が必要です。  

 

 

 

 

 

特別代理人選任の手続をとらずに遺産分割等の利益相反行為をした場合，

その法律行為は無効となります。  

このほかの場合でも，判断に迷うとき（例：未成年者の重要な財産を処

分する場合，多額の支出が予定される場合など）は，事前に家庭裁判所に

～具体的には～ 

未成年者の生活状況等についての報告書，未成年者の財産目録及びその裏付け

となる資料（通帳の写し）を提出していただきます。必要に応じて，詳しい収支

状況の報告や領収書などの証拠資料の提出が求められることがあります。普段か

ら現金出納帳をつけ，収支の裏付けとなる領収書やレシート等を必ず残しておい

てください。  

期限までに提出がない場合，事情説明のための出頭を拒んだ場合，報告内容に

大きな問題がある場合には，家庭裁判所は，弁護士等を調査人に選任して後見事

務の調査を命じたり，これら専門職を未成年後見人や未成年後見監督人に選任し

たりすることがあります。さらに，任務違反を理由に未成年後見人を解任するこ

とがあります。  

 

特別代理人の選任が必要な行為の例  

〇 後見人と未成年者が共同相続人として遺産分割協議をする場合   

〇 後見人が未成年者の所有する不動産を買い取る場合  
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ご相談ください。  

 

 後見人の報酬を請求する場合  

→「報酬付与の申立て」が必要です。  

後見人は，職務の内容に応じて，未成年者の財産の中から一定の報酬を   

受け取ることができます。  

家庭裁判所が，報酬を付与するか否か，報酬額をいくらにするかを決   

定します。  

後見人は，報酬付与の審判がなされた後，認められた金額だけを未成   

年者の財産の中から受け取ることができます。報酬は後払いとなります。 

このような手続をとらず，勝手に未成年者の財産の一部を報酬として

受け取ることはできません。  

 後見人を辞任（交代）する場合  

→「未成年後見人辞任許可の申立て」と  

「未成年後見人選任の申立て」の両方が必要です。  

後見人は「正当な事由」がある場合に限り，家庭裁判所の許可を得て，

後見人を辞任することができます。この場合，新たな後見人を選ぶ必要が

あるので，後見人の辞任を希望する後見人は，辞任許可の申立てと同時に，

新たな後見人選任の申立てをしてください。  

 

 

 

 

 

３ 後見の終了 

 次の場合に未成年後見は終了します。  

① 未成年者が成人に達したとき 

② 未成年者が婚姻したとき 

③ 未成年者が死亡したとき 

④ 未成年者を養子とする養子縁組が成立したとき 

 未成年後見が終了した場合，後見人は，  

① 後見終了後１０日以内に後見終了の届出を市区町村役場にする必要

があります。  

② 管理していた財産を未成年者（未成年者が死亡した場合は相続人） 

に引き継ぐ必要があります。  

③ 最後の後見事務報告書・財産目録を家庭裁判所に提出して報告する 

必要があります。  

「正当な事由」があると認められる例  

〇 後見人が遠隔地に転居しなければならなくなった。  

〇 高齢や病気などの理由により職務の遂行に支障が生じた。  

 


